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第 ６ 号 岩田学園寮だより
近況報告 にかえて

「一期一会」という千利休（せんの はいつでも何度でも会うことができる
りきゅう = 安土桃山時代に活躍した茶 のでしょうか？ たとえば、皆さんが
道の始祖）という人の言葉があります。 岩田学園を卒業したあと、同級生とい
『あなたと出会っている今という時間 えども、めったに会えない人が出てく 福光先生よりインフルエンザの予防接種を受けました

は、二度と巡っては来ない一度きりの ることは、私たち大人は経験上知って
ものだから、大切に思い、いまの私に います。思わず訃報に触れた友人が私 共に寮生活をしている同級生や先輩方、後
できうる最高のおもてなしをします』 にもいます。その時になって後悔して 輩の人たち、寮母さんや寮監の先生方、そ
という意味で、茶道において一番大切 も後の祭りというものです。｢一言詫び して、皆さんのお家の家族の方々、いろい
な心得とされています。当時は、戦乱 ておけばよかった｣「お礼を言っとけば ろな人たちとも、後で後悔しないですむよ
のために本当に会えなくなる相手が少 よかった」というようなことは大人な うに、ぜひ「一期一会」の気持ちを持って、
なくなかったことでしょうが、では今 ら誰でも経験していることでしょう。 お互いに相手を敬って接しましょう。

■ 寮 職 員 紹 介寮 職 員 紹 介 ■ おなまえ ①＝専門教科 ②＝授業担当学年 ③＝趣味・特技 ④＝指導方針・みなさんに伝えたい

「樟英寮」で、日曜日の夜にお世話になった先生方からのメッセージです。

上久保 晃（かみくぼ あきら）先 生 後 藤 正 行(ごとう まさゆき)先 生 児 玉 洋 司(こだま ようじ)先 生

① 保健体育 ① 美 術・技 術 ① 物 理
② 中 １，高 ２，高 ３ ② 中 １、中 ２ ② 中 ３、高 ３
③ 家 庭 菜 園 ③ 古美術鑑賞 ③ ビーグル犬の調教
④ 中学から高校までの思春期を仲間と共 ④ 寮生活は、確かに大変な面もあります。 ① 実は２年間ほど樟英寮で暮らしました。
に生活する寮生には、寮生なりの悩みや 自分の思い通りにならなかったり、友達 今から約２０年前のことです。結論…今の自
苦労が有ると思いますが、それらを乗り とうまくいかなかったりします。しかし、 分があるのは寮のおかげだと思っています。
越え成長して行くことは、将来必ず自分 様々な価値観にふれることで、他人と自 寮生や寮母さんに感謝の気持ちでいっぱい
の貴重な財産になるでしょう。寮生の御 分との違いを知り、そして、自分自身に です。寮生たちよ！胸を張れ！「私たちは岩
健闘を心から祈ります。 ついて学ぶ機会（場）でもあります。自 田の寮生だ！」と…

分を成長させようという前向きな気持ち
○ ◇ ○ ◇ ○ ◇ ○ ◇ ○ をもち頑張って欲しいと思います。 ○ ◇ ○ ◇ ○ ◇ ○ ◇ ○

篠 原 洋 祐(しのはら ようすけ)先 生 齋 藤 薫(さいとう かおる)先 生
荒 金 正 治(あらかね まさはる)先 生

① 国 語（現代文・漢文） ① 保健体育
① 数 学 ② 高 ２ ② 中 ２，中 ３，高 ３
② 高 １ ③ 自分の子どもと遊ぶこと ③ 魚釣り
③ スポーツ観戦 ④ 通学生が自由で良いなとうらやむので ④ 過去に１０年間、寮に住み込み生徒達と一
④ 通学生に比べて時間的な余裕があると はなく、規律ある学習環境・生活環境を 緒に暮らしていたので寮生の気持ちはよくわ
思うので，部活や行事などに積極的に参 自慢して下さい。自分を伸ばすチャンス かります。喜怒哀楽を繰り返しながら立派に
加して充実した学園生活を送って欲しい なのです。 成長していってください。寮監長や寮母さん
と思います。また，学年を超えた友好関 卒業してから心の支えになり、思い出に の言うことをしっかり聞いて、自分のために
係も深めて欲しいと思います。 なるのは６年間の寮生活ですよ。 なる寮生活を送りましょう。

☆トピックス！
10 月 26 日日曜日、肌寒

い小雨の中で、岩田学園有
志による「あしなが」街頭
募金活動が行われました。

9：30 ～ 18：00 の間、ト
キハ前・フォーラス・セン
トポルタ・大分駅の４カ所
にて、60 名の生徒が募金活
動を行いました。

寮生も高校２年生・中学
３年生の部活動の試合参加
者を除く全員と、高校１年
生 APU コースの生徒（１～、
３組は当日朝修学旅行出発）
中学２年生も参加しました。

よく、頑張りました。「次
の機会もまた参加したい」と
の感想も素晴らしい事です。

＜ あしなが育英会の「遺児《親を

なくした子供》と共に歩む」運動

は、1967 年に始まりました。名も明

かさず、そっと遺児を支え続けるア

メリカの小説『あしながおじさん』

(ジーン・ウェブスター著)。物語そ

のままに、遺児を思い、共感くださ

った「あしながさん」の無償の愛で、

６万人以上の遺児が進学の夢をかな

え、「感謝」と共に力強く社会に巣

立っていきました。＞（あしなが育英会）
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